
 

大阪部会（第 68 回） 

日 時：  2020年 4月 25日（土）14:00 - 16：00 

場 所：  ネット会議 

参加者： 
篠原代表を含め18名 

 

 

【内容要旨】  

１．新井明氏（早稲田大学他）から、最近の経済教育ネットワークの動向について報告があった。各地のイベント

をすべて中止としたこと、東京証券取引所との共催「夏休み経済教室」、および代替的に構想していた「夏休み経

済教室の動画配信」も中止になったことなどである。 

 

２．奥田修一郎氏（大阪教育大学他）より、「AIと労働」と題する授業提案があった。前回の大阪部会では奥田氏よ

り、ＡＩを中学社会科の授業で取り上げるとした場合の可能性が、様々な側面から示された。そのうち、働き方問題

とAIの関係に焦点を絞ったものが、今回の提案である。 

 3回の授業が計画され、１次はAIの進化や現状、ロボットの機能例などを取り上げる。2次は、AIの導入によって

どのような職業が影響を受けるのかを、資料にもとづいて考察する。そして3次では、介護の仕事についてＡＩの導

入可能性を考えるという授業構成であった。 

 参加者からは、将来どうなるか分からない話なので教科書に沿った授業で取り上げにくいという点や、ＡＩ，働き

方、介護、と多くの要素が取り込まれているので、もう少し絞り込んではどうか、などの意見があった。 

 

３．大塚雅之氏（三国ヶ丘高校）より「公民分野の「情報社会」に関する単元開発」と題する授業実践報告があっ

た。新テストで思考力等（思考力・判断力・表現力）を求める問題が増えていることを意識して、それらを養うことを

目指した授業である。テーマは、前回の大阪部会において、実践前の計画段階で報告された「巨大IT企業問題」

であり、4回の授業から構成されている。 

まず1次は、GAFAなど巨大ＩＴ企業の成長によってもたらされた便利さと独占の問題を、各国の競争政策の比

較などを通して学習する。2次は、ＩＴの発達によってフェイクニュースが増加している問題を、表現の自由との関

係から考察する。3次は、5人グループに分かれ5種類の資料を使ったジグソー学習を行い、問題点の理解を深め

る。そして4次で、熟議に基づく政策論争問題の学習を行っている。すなわち、ワークシートを用いて、ＩＴ問題に

対する３つの政策を示し、各政策の長所、実現可能性、トレードオフ関係などについて吟味させた。そしてその

後、思考力等を問う試験を行い、その結果を分析することまで行われている。この授業計画の作成過程で特徴的

なのは、先に、思考力等を問う問題を作成し、それを解く力を養うための授業構成や授業内容が考えられた点で

ある。 

参加者からは、熟議を使った授業内容を高く評価する声がある一方、少し内容を詰め込みすぎではないか、特

にフェイクニュースの問題は他のIT企業問題とは性質が異なり、同時に扱うべきではないとの意見もあった。ま

た、表現の自由と経済活動の自由のような複数の評価軸を使うと、多面的・多角的な見方を養おうという教師の意

図に反して、生徒達はどれかの評価軸に偏ってしまう場合があるとの指摘や、生徒がすでに多くの情報を得て自

分の意見をもっている場合には、それがこうした授業の妨げになるのではないかとの指摘もあった。 

 



 

４．河原和之氏（立命館大学他）より「盧舎那仏建立詔と墾田永年私財法が同じ年に発令されたわけ～歴史を経

済の視点で考える」という授業が提案された。これは中学2年生の歴史学習向けの教材であるが、経済の視点か

ら歴史を眺めている経済教育の教材でもある。主な内容は、第115回東京部会報告で詳しく紹介されているの

で、そちらを参照されたい。  https://econ-edu.net/wp-content/uploads/2020/04/tokyo115report-1.pdf 

 

5.今回の大阪部会は、初めて、Zoomを使ったネット会議形式で開催された。参加者が18名と大人数にもかかわら

ず、活発な議論が交わされた。 

                                                （文責：野間敏克） 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

✔テスト問題 

（新テストなど） 

✔中学 ✔高校 ✔指導案 新聞教材（ＮＩＥ） 

 

次回開催予定： 5月23日（土）14:00～16:00、ネット会議 

議題：安野氏らの教材検討、情報交換  
 

 


